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3種のカブリダニの発育と産卵に及ぼす

交替餌としての花粉の効果

斎藤裕・森奨須

(北海道大学農学部応用動物学教室)

(昭和49玉1'-9月 14日受理)

The e妊ectsof pollen as an alternative food for three species of 

phytoseiid mites (Acarina: Phytoseiidae) 

Yutaka SAITO and Hans MORI 

(Institute of Applied Zoology， Facu¥ty of Agricu¥ture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

(Received， Sept巴mber14， 1974) 

緒 論

土着種のカブリダニ頬 (Phytoseiidae)が，農作物を

加害するハタニ類 (Tetranychidae)の天敵として有望

であることは，欧米諸国における野外調査及び実験的研

究によって指摘されている(森 1974)。一方，わが|エ|に

おけるカブリタニ煩の生態学:(1']研究は輸入般のチリカブ

リダニ Iザ~ytoseiulus ρersimilis によるハダニ類の生物

的防除に関する研究(森・真梶 1974)に主力がおかれ，

日本産カプリダニの生態、に関しては，ラーゴカブリダニ

Jlmblyseius largoensi sが茶|到および柑橘困でハダニ類

の天敵であること(青IJ部 1963，森 1964)，およびケナガ

カプリダニ Jlmblys引 uslongispinosusが作物上でハダ

エ類を制御することがある (MORI1969)と報告されて

いるに過ぎない。農薬の多使用による農業生態系への悪

影響に対する反省から，天敵の害虫制御力を最大限に利

用する必要性が痛感されている昨今，土着種のカプリダ

ニの生態を調査することで，その天敵としての能力を詳

価することが重要であると考えられる。

カプリダニ頬の花粉食は CHANT(1959)が報告して

以来，多くのカブリダニ類が花粉を利用することが報告

されている。 特に McMURTRYand SCRIVEN (1964) 

らによって花粉を簡とした飼育によるカプリダニ煩の生

物学的研究が発展した。主t.::.，花粉の存在は，それが無い

場合よりもカプリダニのハダニ捕食力を高めるとみられ

る実験結果が報告され，ある種のカブリダニ個体群の維

持と増加に，さらにカプリダニとハダニの相互作用系に
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おける天i散の効リミの補強iに，交十'[fiJllとして化粉の重要性

がJ制尚されている (McMURTRYand JOHNSON 1965， 

McMURTRY and SCRIVEN 1966 a， 1966 b， 1968，森

1968)。一方，化粉によるカブリダニ穎の飼育法が{佐立:で、

きれば，ハダニをilli動物としたカブリダニの飼育法にみ

られる煩雑さを除くことができ，カプリダニ類の大量飼

育も容易1になるであろう O そこで若者らは， Iこl本産カブ

リダニ類のうち比較的普通種であるラーゴカブリダニ，

ケナガカブリダニおよひノ守ラキカブリダニ A川 blyseius

taraluの3種を供試して，手近に得られる純物の花粉

による飼育の可否，さらに，花粉で飼育した場合の発育

と産卵について累代にわたって検討を行なった。

本文に入るに先立ち，実験に用いた植物名を御教示下

さった北海道大学農学部農業生物学科伊藤浩司博土に誠

意、を表する。

材料と方法

供試したラーゴカプリダニは大分県耶馬渓町に;おいて

アラカシ QuerclIsglallcaより採集し，ケナガカブリタ

ニとパラキカプリダニは北泌道札l幌市近郊において，Ii(

者はエゾニワトコ SalllbuclIs州 ;boldiωlavar. miqueli¥ 

より，後者はササ Sasasp.よりそれぞれ採集した。 U

;)fと， ラーゴカプリダニでは 1年，ケナガカプリダニで 2

カ)，]，パラキカブリダニは 2.tr'.lJjl，それぞれ著者らの安

験室内で McMURTRYand SCRIVEN (1964)の方法に

準じて， ナミハダニ Tetranychusu.rticaeを餌動物と

して集団飼育したものである。 1-述のカプリダニの亦iJ~
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および今回の実験に用いたナミハダニは，温室において の変化と脱皮殻によって判断した。個別飼育の結果得ら

アカツメクサ Trifoliulll1うrat仰 M を寄主として飼育し れた成体は，成体となった日から 3日以内に雌の入って

たものと，北海道大学構内に自生するエゾニワトコから いる飼育器に雄を導入して交尾を行なわせた。交尾させ

採集したものを併用した。供試した花粉は札幌市近郊に る際には近親交配を行なわないように配慮した。交尾を

おいて，それぞれの花期に採集し，薬包紙に分封して， 始めてから 24時間後に雄を除去し，雌を単独にして次に

デシケータに入れ， 5-10oC Vこ保った冷蔵庫内に保存し 産卵の観察を行なった。産下卵は毎日数を記録した後に

たものである。 すべて飼育器から除き，それと同時に餌を供給した。発

実験はすべて個別飼育によって行なし、その飼育には 育の観察を累代にわたって行なう場合には前世代の雌が

著者の一人，斎藤によって考案された図ー1に示す飼育 産卵開始後4日以内に産下した卵を用いた。

器を用いた。カプリダニを入れた個別飼育器は常に温度 ' 実験の目的に飼育器が適当か否か検討を行なうため

を25:tlOCに保ち，光周期を 1日あたり 15時間照明に に，あらかじめ3種のカプリダニにナミハダニを給餌し

保った恒温器内に置いた。温度は特に調節を行なわず， て jiiJ記個別飼育法で 2-3世代を経過させる実験を行

実験期間中の恒湿器内の関係湿度は40-80%の範囲で なった。その結果， 3種のカブリダニは，ともにこの飼

あった。なお照明には東芝プラントノレタス 20W2本と 育法によって累代飼育を行なっても，発育と産卵に異常

同社白色鐙光灯20W2本を光源として用いた。 は起こらず，この飼育法が有効であることが示された。

ι-10mm---l 

fJ6 
A，通気孔を開けたポ

リエチレンの薄膜

B，厚紙

C，管ビン

D，ワックス

E，水
F，カブリダニの通路

なお，本実験は昭和47年1YJから同 48年 11月まで

の期間に北海道大学農学部応用動物学教室内で、行なった

ものである。

結果

1. カプリダニに対する花粉の給餌試験

まず，供試したカプリダニの花粉摂取の可否につし、て

簡単な給餌試験を行なった。実験は与えられた各種の花

粉によってカブリタニが発育を完了することが出来るか

杏か，さらに発育を完了した雌雄を交尾させて産卵を行

なうか否かにつレて調べた。 その結果は表 1に示すよ

うに，カプリダニの種類によって餌となる花粉の種類が

様々であること，また，カプリダニが餌として摂取するこ

との出来た花粉についても，その効果の程度に差がある

二とが明らかとなった。また，無給餌条件で水分のみを

図-1 カプリダニの個別飼育探 利用できる状態で飼育した場合，ラーゴカプリダニは幼

体で死亡するが，ケナガカブリダニとパラキカブリダニ

飼育は集団飼育している飼育器からカプリダニの卵を は第1ニンフになってから死亡した。これらの結果から

~tH筆で採り，それを個別飼育器内の棚(図ー1 の F の部分) 特にそれぞれのカプリダニの餌として適当とみられた花

に付着させることから始めた。したがって供試したカプ 粉について，それらがカプリダニの発育と産卵に及ぼす

リダニは個別飼育器内に与えた餌以外のものを摂取する 影響を，原則として 3世代の累代飼育を行なって精査し

ことはできない。卵を入れた個別飼育器内の棚上に該当 た。この結果をナミハダニで飼育した結果(表-2，表ー7)

する餌を与えた後に，容器の関口部をポリエチレンの薄 と比較しながら以下に報告する。

牒で封じ，さらに，その薄膜に細針で通気孔を開けた。 2. 各世代の発育所要日数

発育の観察は毎日一定時間に行なし、，観察と同時に餌を 今回は餌の効巣を調査することが目的であるので，カ

迫力11し，また，容i*内が菌類などで著しく汚染した場合 ブリダニの卵がふ化した時点から成体に至るまでの期聞

は容器の更新を行なった。観察はすべて実体解剖j顕微鏡 念発育期間と考え，卵期間は発育耳目聞と区別することに

下で行ない，カブリダニの発育ステージの区別jは形態上 する*。

* 卵期間は前世代の親の飼育条件に大きく影響されたと考える。
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唱-表

ノミラキカフーリ夕刊

A山 hlyseius
Iうaraki

ケナガカプリダニ
limhlyseius 
fongiφlnosU:ち

発育 産卵

カブリタニに対する花粉の給餌試験

ヲーコカプリダニ
A川 hlyseius
largoensis 

発育水

事}11: 

Lysichitoll camtschatcense 

オノエヤナギ Salix sachalinen:、IS
シラカンメ Betulaplaわphylla

ネグンドカエデ .. 4ccr Negundo 

へラオオバコ Plantago lallccolata 

Salllhllclls sieholdiana var. 
lIliquelii 

AeSClllus tllrbinata 

産卵

無給飢

ミスハショウ

×

O

O

 ×

O

O

 

発育

+十

+十

* 
×

0

0

 × 

O 

十

* 

産卵料

×

0

0

0

0

0

 

什

品
川

* 

件

* × 
* 
* 

* 
* 

× A
H
 

× * O キ+エゾニワトコ

× * O + 0

0

0

 

+ キ/ チ

× イ十× サ十ヨーロッパクロマヅ F'illllS Jligra 

オオハナウド Heraclelllll dulce 

Rosa rllgosa 

Zea lIIays 

×

0

0

 

4十

川
廿× + スナノ、 ーヨ'

O 

* . . 
** . 

* 
*，発育して成体となった個体 50%以上+，発育して成体となった個体 500/0未満;一，発育せず。

0，交尾後産卵を行なった X，交尾しても産卵せず。

* O 4十トウモロコシ

ナミハタニを餌動物としたカブリタニの発育表 2

発育所要日数
(幼体，第 1，第2若虫)数日期卵

lJU 性類種
平均値±標準偏差供試個体数平均値土標準偏差供試個体数

2.7:t 0.5 

3.1土0.5

45 

61 

1.8:t0.4 

1.8土0.5

1.8:t 0.5 

2.0土0.3

2.4:t 0.5 

2.4工0.5

25 
45 

雄

雌

雄

雌

雄

雌

ラーゴカブリタニ

2.7土0.5

2.4:t 0.5 

ハ
リ
只
υ
a
n
I
4
A

4

6

2

2

 

28 

42 

ケナガカブリ夕、ニ

3.7土0.6

3.5:t 0.7 

10 
15 

ノミラキカプリダニ

このオノエヤナギについては， 1:後灸i述主する理1由封で

以降降今の調査査aは行fな£わな泊か這つた。 一方， 第 2，第 3世代に

ついて利ベた各飼育条件下での卵期日数は，表 2，表-3

にみられるように餌及び世代による差はない。

ケナガカブリダニについての飼育実験の結果は表 4

に示したように，ネグンドカエデ AcerNegllndoで 2世

代， トウモロコシで3ill:代にわたり発育出来たが，表-2

に示したナミハダニ飼育の結果と比べると発育所要日数

が各位代ともに延長し，特にそれはネグンドカエデの第

2世代及びトウモロコシの第 2，第 31止代で著しかった。

オノエヤナギ飼育の第1世代では雄はナミハダニ飼育と

ほぼ同じ発育所要日数を示し，雌では若干の発育遅延が

みられた。さらに，後述するように，産卵に支障があり

ラーゴカブリダニを花粉で飼育した結果を表←3に示

した。 これによると， ミズバショウ LysichitOllcall1t-

schatcellse， へラオオバコ Plantagolanceolata， ヨー

ロッパクロマツ PillusIligra及びトウモロコシ Zea

lIlaysの花粉で，オド種は3世代にわたり発育を行なうこ

とができた。表-2Vこ示すナミハダニ飼育の場合の発育

所要日数と花粉飼育のそれとを比較すると， ミズパショ

ウ，へラオオパコ， ヨーロッパクロマツでは3世代の雌1

雄とも所要日数に大きな差はみられない。それに対して

トウモロコシの花粉飼育の雌では同日数が長くなる傾向

にあった。また，オノエヤナギ Salixsachalinensiぷで

は雌雄ともに第 1世代において発育が遅延するととも

に，各実験個体の発育日数が著しく不ぞろいとなった。
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表 3 花粉を摂取したラーコカブリダニの発育

:{t 粉

、ズノミショウ

オノユヤナギ

ヘラオオパコ

ヨーロッパクロマツ

トウモロコシ

世代

供試個体数

雄雌

1

2

3

1

1

2

3

1

2

3

1

2

3

 

11 27 

12 19 

17 19 

18 19 

15 23 

14 24 

12 17 

20 18 

17 19 

15 19 

15 17 

15 19 

20 18 

一

差

*
一
一
値
偏

数
一
雌
一
均
準

一
平
標

H
H

一

一

土

期

一

一

差

一
↑
値
偏

卵
一
雄
一
均
準

一
平
標

一

+

-

1.9土0.3 1.7土0.5

2.0土0.4 1.9土0.4

1.9:t 0.2 1.9土0.2

2.0土0.5 1.9:t 0.4 

F
h
d
E
J
 

n
u
Aリ

土

士
。o
o
o

'
i
'
i
 

F
h
υ
F
h
υ
 

A
U

ハV

十
一
十
一

ヴ
4

ヴ
4

，

・24

‘，ム

1.9:t 0.3 2.0:t 0.5 

1.9土0.1 1.9士0.1

発育所要日数
(幼体，第 1，第 2若虫)
雄 雌

平均値 平均値
土標準偏差 ±標準偏差

3.0:t 0.5 3.0:t 0.4 

2.6 :t 0.6 2.6 :t 0.6 

3.3士0.7 3.5:t 0.7 

3.7土1.1 4.9:t 1.6 

2.5土0.5 2.9 :t 0.7 

2.3士0.2 2.9 :t 0.6 

2.8 :t 0.7 3.6 :t 0.6 

3.1 :t 0.6 3.4 :t 0.5 

3.0士0.4 3.5:t 0目5

3.3 :t 0.6 3.4 :t 0.6 

3.2:t 0.4 3.9 :t 0.7 

3.0土0.5 4.3土0.6

2.8土0.7 3.9:t 0.8 

* 各飼育とも，第 1世代は前世代の食物条件に影響されているため調査しなかった。

表 4 花粉を摂取したケナカカブリダニの発育

1ヒ 粉

オノエヤナギ

ネクンドカエデ

ハマナス

十ウモロコシ

世代

供試個体数

雄雌

1

1

2

1

1

2

3

 

10 24 

7 28 

12 17 

5 17 

9 17 

5 21 

7 21 

卵期日数*

雄雌
平均値 平均値
±標準偏差 ±標準偏差

2.3 :t 0.5 2.1 :t 0.5 

2.8 :t 0.4 2.1土0.4

2.2士0.3 2.1 :t 0.3 

発育所要日数
(幼体，第 1，第2若虫)
雄 雌

平均値 平均値
±標準偏差 士標準偏差

2.6士0.5 3.5 :t 0.6 

3.1 :t 0.7 3.8土0.5

4.5:t 0.6 5.4土1.0

2.9 :t 0.8 4.2:t 1.1 

3.8 :t 0.9 4.5士0.7

4.5土0.6 5.4土0.7

4.4:t 0.5 5.9 :t 0.9 

* 各飼育とも第 l世代は前世代の食物条件に影響されているため調査しなかった。

表-5 花粉を摂取したパラキカブリダニの発育

:{t 粉

ミズノζ ショウ

オノエヤナギ

ヘラオオパコ

世代

供試個体数

雄雌

ー
ム
ワ
ム
M

Q

U

1

よ

O
G
n
o
-
-
ワム
u

q

d

7

6

8

6

6

0

0

6

7

 

2

1

1

2

1

2

2

2

1

 

Q

U

Q

u

n

y

A
リ

守

i
戸

D

O

O
つ
ム
凸
U

噌

-
A

噌

E
A

句'・
4

司

自

ム

唱

E
A

噌

E
A

卵 期日数*

雄雌

平均値 平均値
土標準偏差 土標準偏差

2.0:t 0.4 2.0土0.5

2.0土0.3 2.0土0.1

2.4土0.5 2.2 :t 0.4 

2.0土0.4 2.1土0.2

2.2土0.3 2.2土0.3

2.2土0.7 2.3土0.5

発育所要白数
(幼体，第 1，第2若虫)
雄 雌

平均値 平均値
±標準偏差 ±標準偏差

4.2 :t 0.4 3.9:t 0.4 

3.7:t 0.5 3.7 :t 0.6 

3.5 :t 0.5 3.4 :t 0.5 

4.0:t 0.5 4.2 :t 0.5 

4.0 :t 0.5 4.9土0.7

4.0 :t 0.3 .4.2土0.4

4.3 :t 0.6 5.0 :t 0.6 

4.6:t 0.5 5.0:t 0.7 

.4.7:t 0.5 5.2:t 0.7 

* 各飼育とも第 1世代は前世代の食物条件に影響されているため調査しなかった。
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次世代については調査しなかった。また，ハ 7 ナス Rosa

rugosa飼育の第1¥止代では却の発育1'1数はナミハタニ

飼育とあまり変らず，雌ではかなり長くなった。この花

粉でも後述するような理由から，次世代についての検討

は行なえなかった。一方， gliJ明日数については，今回;Jld

ベた限りでは各飼育問に差はみられなし、(表-2，表-4)。

パラキカプリダニに関する飼育実験の結果(表 5)，木

種はミズバショウ，オノエヤナギ及びへラオオバコの花

粉で3世代にわたって発育することができた。特にミズ

バショウの花粉で各世代ともに良く発育し，ナミハダニ

飼育(表ー2)と比べても， 第1世代の燥を除けば， ほほ

同じような発育所要日数を示した。一方，第2，第3世

代について調べた卵期!日数は各飼育|問に差はほとんどみ

られない(表 2，表 5)。

3. 未成熟期における死亡率

各種の花粉で飼育した場合 3種のカブリダニの卵期l

を除く未成熟期の死亡率は表-6Vこ示す通りである。ラー

第 9巻

ゴカプリダニではトウモロコシの花粉で3¥.止代ともに死

亡率0%，その他の花粉による各飼育でも死亡率10%以

下で，餌による差はみられなかった。ケナガカプリダニ

では，ハマナスの花粉飼育第2j!1:代を除くと，各花粉飼

育聞の死亡率に大きな差異はみられない。木種をハ 7 ナ

スの花粉で飼育した第2世代においては供試した 56卵

のうちでふ化した個体はその 2070に過ぎず*また，こ

のふ化した個体もすべて幼休期に死亡した。この低いふ

化率には実験方法上，人為的な要因による卵の死亡が少

なからず関与していると考えられたので，この場合のみ

正確なふ化率の調査iを試みた。ここでは産下卵を飼育器

内に残し雌を新しい飼育器に移す三とで，卵に人為的な

障害を与えずにそのふ化を調べる方法をrlil、た。その結

果は，供試20gjiについてふ化率が約1970と古ijjisの実験

の結果を支持していた。以上の結架と，本種が幼f本期に

摂食を必要とせずに第 1ニンフに発育するとL、うがl述の

結果を考え合わせると，このハマナスの花粉飼育第 2位
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各種花粉およびナミハダニで飼育した 3種の

カブリクニにおける未成熟期jの死亡率

表-6

ケナ力カブリダニ

供 試死亡率

個体数 ('7c) 

ラーコカ 7"リタニ

世代餌

2.8 

7.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.8 

57 。。105 

死亡率
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ス
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ナーマ

この場合のみ卵期死亡を含めた全供試数。

* 

* 

この場合を除き，全飼育実験を通じて，人為的な要因による死亡を含めた卵期の死亡率は 10%を上回ることは

なかった。
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代の卵は親世代(第1世代)の飼育条件の影響で異常と

なったものと判断される。

ノマラキカプリダニの未成熟期の死亡率は各飼育ともに

低く，供試花粉による差はみられなかった(表-6)。

4 雌成体の産卵の開始

3種のカブリダニはL、ずれも交尾を行なわなければ産

卵を行なうことは出来なかった。

ラーゴカプリダニはオノエヤナギの花粉で飼育した第

1世代において交尾した雌の 42.1%が 12日を経ても産

卵を行なわなかった。このために産卵数の調査と次世代

以降の飼育は行なわなかった。また，ケナガカブリダニ

では，ナミハダニ飼育においてすべての雌が交尾後すみ

やかに産卵を行なったのに比べ， 花粉飼育の場合には

表 9・1に示す通り， 12日を経過しても産J;1IJを行なわない

雌がみられた。特にオノエヤナギの花粉では28.7%の雌

が産卵したにとどまり，以後の飼育実験の継続が困難で

あった。二れらの産卵を行なわない雌について，交尾後

13日目にラーゴカプリタニではミズバショウの1ヒF分，ケ
ナガカプリダニではナミハダニに餅を替えて飼育を試み

た。その結果，すべての場合において供試個体の 70%以

ヒの雌が数日後に産卵を開始した。このことから，前述

の花粉飼育実験の一部にみられた産卵を開始しなかった

雌は，交尾はほほ完全に行なったにもかかわらず，餌の

条件が悪いために産卵できなかったものと判断された。

3種のカブリダニの発育と産卵に及ほす交替餌としての花粉の効果斎藤・森.

ナミハダニを餌動物としたカプリダニの産卵表一7

1雌あたりの平均累積産卵数間期iitr 卵産
務i種

20日間

44.0 

52.4 

38.1 

供試個体数

14 

14 

12日間

34.7 

42.0 

31.7 

供試個体数

37 

45 

平均値ヱ襟準偏差

1.4土0.5

1.1土0.2

2.1 :t0.2 

供試個体数

51 

55 

ラーコずカプリダニ

ケナガカアリダニ

バラキカプリダニ 12 22 27 

花粉を摂取したラーゴカプリダニの産卵表-8・1

1雌あたりの平均累積産卵数産卵前期間(日)
供試個体数代世粉花

ミズノミショウ

20日間

46.0 

12日間

43.0 

28.4 

40.4 

35.5 

28.7 

17.3 

37.0 

35.7 

38.0 

26.1 

18.7 

17.9 

30.0 

28.1 

19.4 

平均値±標準偏差

1.5:t 0.5 

1.8土0.4

2.1:t 1.0 
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トウモロコシ

各種花粉飼育とナミハダニ飼育おけるラーコカプリ

ダ、ニの産卵数 (12日間)の有意、差検定

表 8・2

トウモロコシ

世代

1 2 3 

ヘラオオパコ

世代

1 2 3 

ミズパショウ

世代

1 2 3 

** 

* 

ドキド*ド

有意差なし (P>0.05)

*斗*本** 

15もで有意差がある

*唱

** 55もで有意差がある

ナミハタニ
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なお，ラーゴカプリダニのオノエヤナギの花粉飼育を

除く全飼育と，パラキカプワダニのすべての飼育におい

て，それぞれの雌は交尾後すみやかに産卵を開始した。

5. 産卵前期間

今回調査を行なった産卵前期間は，カプリダニが雌矧

ともに成体となってから 3日以内に交尾を行なわせた場

合の， 交尾を始めてから産卵を開始するまでの期間で

ある。

gMlllì~期間はラーゴカブリダニでは，ヘラオオパコの

花粉飼育で3世代ともにナミハダニ飼育とほとんど同じ

期間を示したが， ヨーロッパクロ 7 ツとトウモロコシの

花粉で，ナミハダニ飼育よりも 3世代ともに長い期間と

なった。また， ミズバショウの花粉でのそれは，第1世

代でナミハダニ飼育と変わらないが代を継ぐに従って延

長する傾向を示し，特に第3位代では同期間が供試個体

聞で不ぞろいとなった(表-8・1)。

ケナガカブリダニて‘は，ナミハダニ飼育の産卵前期間

(表 7)に比べて花粉飼育のそれは(表 9・1)いずれも長

期間となり， 特にネグンドカエデの場合に著しく延長

し，また， {共試1間半間での不ぞろいが目立った。

表-9・1 花粉を摂取したケナガカプリタニの産卵

産卵総数尾/雌 1雌あたりの
交数

産卵前期間*(日) 平均累積産卵数
{~ 粉 世代

供試個体数 ?も 供試個体数 平均値±標準偏差 12日間 20日間

オノエヤナギ 1 20 28.7 

ネグンドカエデ 1 24 45.8 11 6.6土3.1 19.0 

ハマナス 1 17 63.6 7 2.3:t 0.7 25.6 

トウモロコシ 1 17 84.6 9 3.0:t 1.1 13.5 16.4 

2 21 70.6 9 3.0:t 0.8 9.6 

3 21 78.6 .11 3.4:t 1.0 9.0 

* 各飼育ともに雌の多くが交尾後 12日を経ても産卵を行なわなかったため，こミーでは 12日以内に産卵
を行なった雌に限って算出した。

表-9・2 各種花粉飼育とナミハダニ飼育におけるケナガカフリ
ダニの産卵数 (12日間)の有意差検定

ネグンドカエデ ハマナス トウモロコシ

世 代 世 代 世 代

1 1 1 2 3 

ナミハダニ ** ** 本木 ** ** 

* 5%で有意差がある 材 1%で有意差がある 有意差なし (P>0.05)

パラキカブリダニの産卵前，期聞は表一10・1に示すよ たように，ヘラオオバコの花粉飼育で 3世代ともにナミ

うに，餌の種類にかかわらずほとんど一定した長さであ ハタニ飼育と差がみられなかったが，ヨーロッパクロ?

った。 ツとトウモロコシの花粉飼育では3世代ともにナミハダ

6. 産卵数 ニ飼育と有意差がみられた。ミズバショウの花粉飼育で

ラ一ゴカプリダニを花粉で累代飼育した場合の 1雌あ は，第1世代がナミシノハ、ダニ飼育と差がなカか道つたのに対し

たりの累積産卵数は表一-8.1iにこ示しfたこi通亘りでで、ある。それ て，第2乞，第3世代で

によると，第1世代でで‘は，ミズパシヨウ，へラオオノパ、コ及 本1花ヒ粉飼育Iにこ;お机し、て，産卵数は世代の経i過邑とともにi減成少
びトウモロコシの1花ヒ粉飼育での 20日間の同産卵数はナ する傾向にあった。

ミハダニ飼育の場合(表 7)と差はなかった。また，ヨー ケナガカブリダニの各飼育の1雌あたりの累積産卵数

ロッパクロマツの花粉での 20日間の同産卵数はナミハ は(表-9・1)，いずれの花粉飼育でもナミハダニ飼育の場

ダニ飼育のそれと有意差 (P<O.Ol)がみられた。一方， 合(表 7)よりも著しく少なく，表-9・2に示すように 12

12日間の累積産卵数を累代的にみると，表-8・2に示し 日間の累積産卵数の差はすべて有意であった。ハマナス
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の花粉飼育の産卵数が他の2種の花粉での飼育よりも多

かったが(表←9・1)，前述したようにここて司産まれた卵に

異常があったことから，単純に比較することはできない。

トウモロコシの花粉飼育でのみ3世代にわたって調べた

ところによれば，各世代ともに著しく少ない産卵数であ

ったが，この程度でも代を重ねることが可能である。

表-10・1 花粉を摂取したパラキカプリダニの産卵

産卵前期間(日) 1雌あたりの平均累積産卵数
7E 粉 世代 供試個体数

平均値土標準偏差 12日間 20日間し

ミズノ〈ショウ l 15 2.1 :1:0.3 39.8 52.0 

2 14 2.0:1:0.3 36.4 

3 14 2.0土0.3 23.5 

オノエマナギ 1 15 2.3 :1:0.7 21.6 27.4 

2 15 2.0土0.1 25.1 

3 16 2.0:1:0.2 20.1 

ヘラオオバコ 1 11 2.0土0.1 25.3 38.2 

2 14 2.0土0.1 26.7 

3 14 1.9士0.1 29.5 

表一10・2 各種花粉飼育とナミハダニ飼育におけるパラキカプリ
ダニの産卵数 (12日間)の有意差検定

ミズノミショウ

世 代

1 2 3 

ナミハタニ ** 

ホ 5%で有意差がある 材 19もで有意、差がある

パラキカブリダニを花粉で累代飼育した場合の 1雌あ

たりの累積産卵数は(表-10・1)，ミズバショウの花粉飼育

の場合， 第1世代の 20日間ではナミハダニ飼育のそれ

より多く(表ー7)，両者の差は有意、 (P<O.OI)であった。

また，ヘラオオバコの花粉ではナミハダニ飼育と 20日

間においてはほとんど同じ同産卵数となった。オノエヤ

ナギではナミハダニ飼育より少ない同産卵数となり，そ

の差は有意、 (P<O.OI)であった(表ー10・1)0 12日間の産

卵数を累代的にみると， 表-10・2に示したように， ミズ

バショウの花粉飼育とナミハダニ飼育の場合との聞に，

第1世代では有意差 (P<O.OI)があったが， 第2，第3

世代では差がみられなくなり，明らかに世代の経過に伴

なう産卵数の減少傾向が示された。オノエヤナギの花粉

での産卵数は 3世代ともナミハダニ飼育のそれと有意差

があった。また，ヘラオオバコの花粉飼育の場合には，第

1，第2世代においてナミハダニ飼育と有意差 (P< 0.05) 

があったが，第3位代では有意義がみられなくなった。

すなわち，ヘラオオバコでは代な重ねるに従って産卵数

が増加する傾向がみられた(表一10・1，10・2)。

オノユヤナギ ヘラオオ λ コ

世 代 世 代

1 2 3 1 2 3 

** ** キ* * * 

有意差なし (P>0.05)

産卵期のカブリダニの死亡は 3種ともに実験継続中

には非常にまれであり，餌の種類と飼育世代による差異

はみられなかった。

考察

カブリダニ類の繁殖に及ぼす花粉の効果を調べた結

架，今回供試した3種のカブリダニは，ともに花粉を餌

として繁殖できることが判明した。特に， McMuRTRY 

and SCRIVEN (1964)がカノレフォノレニア産の A.hibisci 

について明らかにしたと同犠に，ラーゴカブリダニとパ

ラキカプリダニで、は各径の花粉による飼育において，ナ

ミハダニを餌動物とした場合とほぼ同程度の繁殖を行な

うことを確認した。 DOSSE(1961)によれば，カブリダ

ニ科 T)ρhlodrollluspyriの越冬雌はリンゴの花粉を餌

として産卵を行なうことが出来たが，次の世代(F2)では

動物食なしでは産卵を行なえなかった。このこ主から，

今回は3穫のカプリダニが花粉を餌として累代にわたり

繁殖を統けることが出来るか否かについて 3世代にわ

たる飼育を行なった。その結果，花粉の種類によっては
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カブリタニの繁殖が代を重ねるに従って低下する場合の は，それぞれ制j企ーがあるようであった。すなわち，ケナ

あることが切らかとなった。特に，ケナガカブリダニを ガカブリダニは3種中最もハダニに強く依存し，逆にパ

ハ7 ナスの花粉で飼育すると，第1世代は産卵を行なう ラキカブリダニは花粉に対する依存度が高いとみられ

ことが出来たが，i!c下された次世代の研lに異常が起こ た。また，ラーゴカプリダニは，ハダニと花粉を同程度

り，代をi快ぐことが不百I能となった。このハマナスの場 に利胤することから，食凶同iI二者の中間的存在とみら

合は，花粉が餌となるにもかかわらず，それがかえって れよう。上記の食性上.の相違は，また野外において，ハ

カブリダニの繁殖に障害を及ぼすことがあることを示す ダニ類の土着天敵としてのカプリダニ類、の潜在的役割を

ものである。このようなことから，カブリダニの餌とし 評i附する上，さらに，カブリダニ類を天敵として積極的

て花粉を使用する場合には，累代的にその効果を検討す に利用する上からも重要な意、味を持つと考えられ，今後

る必要があると考える。今回の累代飼育の結果からは， 野外での観察を合めて詳細な研究が望まれる。

ヘラオオパコの花粉がラーゴカブリダニとノマラキカプリ

ダニの餌として長期的な効果を持っていることが示され
嫡 要

た。また，ケナガカブリダニについては， トウモロコシ 日木産のラーゴカプリダニ Amhlyseiい，lω'goensis， 

の花粉で代を重ねることが可能であったが，増殖がナミ ケナガカプリダニ A.longiやznoslIs及びパラキカプリ

ハダニを餌とした場合に比べて若しく低下することか タニ A.parakiについて，花粉とナミハダニ Tetra-

h 花粉による本径の安定した飼育を行なうためには nychusurti日どを餌とする飼育実験を試みた。飼育に

さらに効*の高い花粉の調査が必要であろう。 際しては新たに考案された方法を使用した。実験はすべ

ところで，花粉でカブリダニを飼育する場合には，{E て個別飼育により，温度を 25土lOC，光周期を1日あた

粉の保存法及びカプリダニに給餌した後，餌として有効 り15時間照明として行なった。

性を保つ期間が問題となる。:;1.<:実験では，花粉は SWIR- 結果は以下の通りである。

SKI et al目 (1967)に引用されている約の保存法 (VISSER L ラーゴカプリダニの餌として比較的適当であった

1955)に準じて，低温(冷蔵庫内)，低混(デシケー引材) 花粉は， 供試した 11種のうち 9穫の植物のものであっ

に保存した。その結果から考えると， ミズバショウ，へ た。ケナガカプリダニでは同 11種のうち 4種，パラキ

ラオオパコ，ヨーロッパクロマツ， トウモロコシなどの カブリダニでは9種のうち5種の花粉が餌として有効で

花粉は，この保存法で少なくとも 1年間は餌として有効 あった。

であるとみられる。しかし，貯蔵がさらに長期化する場 2. 花粉を餌として3種のカブリダニを3世代累代飼

合に餌の効果の程度が如何に変化するか，今後検討を要 育し，その発育状態を調べた。 ラーゴカブリダニはミ

する。また，カプリダニに給餌した後，花粉の鮮度の維 ス'バショウ Lysichitonca川 tschatcense，ヘラオオパコ

持に適当な乾燥条例は，カプリダニの長期の生存には必 Plantago lanceolata，ヨーロツノマクロマツ Pinusnigra 

らずしも適当ではなL、。一方，花粉は湿潤によって容易 及びトウモロコシ Zea叫 aysの花粉できわめて良く発

に変質することから，湿度の条件に適切な配慮をしたカ 育した。ケナガカブリダニはネグンドカエデ AcerNe-

ブリダニの飼育法が必要となる。今回使用した飼育法で、 gundoとトウモロコシの花粉で発育できたが，その発育

は，カプリダニの生存率は非常に高いが，花粉は平均的 期間はナミハダニを餌とした場合より長かった。パラキ

に給餌後3日を過ぎると吸湿しその結果として起こる カブリダニはミズバショウ，オノエヤナギ Salixsacha-

菌類の繁殖で変質するようである line川 is，へラオオバコ及びトウモロコシで比較的良く

ナミハダニで飼育した3種のカプリダニの生活環の比 発育する三とが出来た。

較から，ケナガカプリダニとラーゴカブリダニが，パラ 3 カブリダニの未成熟期iの死亡は，ケナガカブリダ

キカプリダニよりもかなり高い憎殖を示すことがわカ‘ ニをハマナス Rosarugosaの花粉で飼育した第2世代

る。このことが，現在までに，前二者がハダニ類の天敵 において著しかった。

として重要視されていることと符号しているのが興味 4. ケナガカブリダニを花粉で飼育すると，雌は交尾

深い。 後 12日を経過しても産卵しない場合があり，ミれは餌の

カプリダニ類の食性は多様で，完全な肉食性から， 11(( 条件が思いことに起因するものであった。

物に強く依存したものまである(森・真梶 1974)。今回の 5. ケナガカプリダニを花粉で飼育すると，雌の産卵

実験成績から，供試した日本産カプリダニ 3種の食性に 期間がナミハダニで飼育した場合より著しく長くなる傾
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向にあった。

6. ラーゴカプリタニ ~i へラオオバコの lヒキ分 Iこよっ

て，ナミハダニを餌とした場合と同程度の産卵を3位代

にわたって行なった。ケナガカブリダニはトウモロコシ

の花粉で3世代にわたり産卵を行なったが，産卵あlはナ

ミハダニの場合に比して非常に少なかった。パラキカブ

リダニはへラオオバコの花粉で3世代にわたり比較的良

く産卵を行なった。
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Summary 

Breeding experiments were carried out in the 

laboratory with three species of phytoseiid mites， 
A川 blyseillslal・goen，りら A. longispinosus and A. 
paraki by use of two-spotted spider mite， Tetrany-
chus llrticae and pollen grains from various plant 

species. A device for rearing phytoseiid was de-

veloped by the authors. lndividual cu¥ture of phy-

toseiid was performed in the glass tube containing 

various food substances. The mite cu¥ture was 

kept in the cabin巴twhich was controlled on a 

cyclical pattern of 15 hours of light and a constant 

temperature 24-260C. The relative humidity was 

fluctuated from 40% to 80% according to the 

outside condition. 

The results obtaind were as follows: 

1. Pollen from eleven plant species was tested 

as possible food for development and oviposition 

by A. lω宮'Oensisand A. longispinoslls， and pollen 

from nine plants was tested by A. paraki. Both 

development and oviposition occurred readily on 

pollen from the following plants: Lysichiton call1t-

schatιense， Sali:r; sachalinensis， Betllla plat)少hylla，

ilcer Negundo， Plantago lanceolata， Salllbllcus siebol-
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diana var.川iqllelii，PillllS nigl・a，I-Ieraclell1ll dllLce occurrecl in the 2ncl gen巴rationof 11. longiψinosus 
ancl Zea !Ilays for A. largoensis; S. sachalinel1sis， on pollen from R. rugosa・

A. Negllndo， Rosa rllgosa， ancl Z.川ays for A. 4. Some of the females of A. longisρlnosus on 

longi!ψinosus; L. camtschatcensc， S. sachalinensis all kincls of pollen clicl not procluce the egg cluring 

A. Negllndo， P. lanccolata， ancl Z. 川aysfor A. the course of experiment. This ph巴nomenonwas 

taraki. attributecl mostly to the foocl suitability. 

2. A comparison of the clevelopment among 5. The average preovipositional time for females 

the three generations of three phytoseiicl mites of A. longistinosus rearecl on pollen was markeclly 

was macle. Consistently rapicl clevelopment of A. longer than on mite prey 

1m・goensisoccurrecl on pollen from the following 6. Rearing continuously from 1st to 3rcl gene-

plants: L. cωntschatcense， P. 1anceo1ata， P. nigl官 ration，the egg procluction of A. 1m玄'oensison 

ancl Z. lIIays. A. longistinoslls clevelopecl reaclily pollen from P. 1anceo1ata was similar to that on 

on pollen from 11. Negllndo ancl Z. lIlays， but the tetranychicl mite prey. The reprocluction of A. 

clevelopmental periocls on these two kincls of pollen longistinoslls on pollen from Z. mays occurrecl for 

wer巴 significantlylonger than on tetranychicl mite over 3 generations， but reprocluctive rate was 

prey. A. Tω-akl clevelopecl reaclily on pollen from significantly lower. than on mite prey. The repro-

L. camtschαtcense， S. sachalinensis ancl Z. !Ilays. cluction of A. paraki on pollen from P. lanceolata 

3. A comparison of the percentage of three phy- was slightly lower than thos巴 onmite prey at the 

toseiicls reaching maturity on the cl出erentfoocls 1st generation， but it was similar to that on mite 

showecl that a higher mortality cluring clevelopment prey at the following generations. 


